
鳥
丸
　
雅
司

（
市
民
協
働
推
進
事
業
本
部
協
働
推
進
課
）

大
崎
敬
一

（
磯
子
区
福
祉
保
健
七
ン
タ
ー
保
健
年
金
課
収
納
担
当
係
長
）

綱
島
　
武
子

（
旭
区
地
域
振
興
課
生
涯
学
習
支
援
係
）

岩
田
　
純
子

（
都
筑
区
地
域
振
興
課
生
涯
学
習
支
援
係
）

小
野
寺
　
紀
子

（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
）

１
　
は
じ
め
に

　
横
浜
市
で
は
、
市
民
活
動
に
関
す
る
情

報
や
活
動
場
所
の
提
供
、
研
修
等
を
行
う

た
め
、
市
域
を
対
象
と
し
た
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
３
館
設
け
て
い
る
が
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
支
援
を
行
う
べ
く
区

版
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
始

ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
整
備
に
当
た
っ
て
、
昨
年
1
1
月
に
市
民

局
（
現
・
市
民
協
働
推
進
事
業
本
部
）
が

策
定
し
た
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
地

域
レ
ベ
ル
展
開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、

効
率
的
な
事
業
運
営
の
観
点
か
ら
生
涯
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
類
似
事
業
と
の
複

合
化
に
つ
と
め
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
た
。

　
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
各
区
地

域
振
興
課
の
事
業
と
し
て
平
成
６
年
に
全

区
で
ス
タ
ー
ト
し
、
市
民
活
動
団
体
に
対

し
て
も
学
習
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
と
統
合
化
し
た

形
で
、
区
版
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

既
に
開
設
し
た
区
も
あ
る
（
注
１
）
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
生
涯
学
習

及
び
市
民
活
動
の
支
援
に
関
わ
る
職
員
は
、

両
者
の
違
い
は
何
な
の
か
と
い
う
疑
問
に

直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
、
生
涯
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
と
区
版
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
統
合
化
を
事
例
と
し
、
局
・
区

の
関
係
職
員
有
志
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
で
、

こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
支
援
や
市
民
活
動

支
援
の
経
過
を
振
り
返
り
、
今
後
の
支
援

の
あ
り
方
に
っ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

２
　
地
域
活
動
と
は
何
か

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
生
涯
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
や
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
支
援

を
行
っ
て
き
た
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
地

域
に
お
け
る
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

総
称
し
て
、
こ
こ
で
は
「
地
域
活
動
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
地
域
活
動
の
内
容
を

具
体
的
に
み
て
い
く
と
、
そ
の
活
動
に
は
、

公
益
性
、
住
民
限
定
性
（
参
加
資
格
と
し

て
住
民
で
あ
る
こ
と
が
必
要
か
ど
う
か
）
、

経
済
活
動
の
有
無
、
法
人
格
の
有
無
な
ど

多
様
な
要
素
が
存
在
す
る
。
要
素
ご
と
の

傾
向
は
、
同
一
団
体
で
あ
っ
て
も
必
ず
し

も
一
定
で
は
な
く
、
場
面
に
よ
っ
て
変
わ

る
場
合
が
あ
る
（
注
２
）
。
し
か
し
、
本

稿
で
は
、
行
政
に
よ
る
地
域
活
動
支
援
を

考
え
る
た
め
に
、
厳
密
な
意
味
で
の
団
体

の
類
型
化
と
い
う
の
で
は
な
く
、
傾
向
に

よ
る
お
お
ま
か
な
類
型
化
を
図
１
の
よ
う

に
行
っ
て
み
た
。

　
図
１
で
、
②
は
生
涯
学
習
団
体
、
③
は
市

民
活
動
団
体
と
い
う
類
型
を
行
っ
た
が
、

こ
の
う
ち
②
－
２
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

よ
う
な
公
益
的
活
動
を
行
う
と
き
も
あ
る

生
涯
学
習
団
体
が
③
－
１
や
③
－
２
の
市

民
活
動
団
体
に
な
る
場
合
も
多
く
あ
る
。

３
　
横
浜
市
の
生
涯
学
習
支
援

　
　
と
市
民
活
動
支
援

①
利
用
者
の
重
複

　
図
１
の
左
側
に
示
し
た
よ
う
に
、
両
セ

ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
の
重
複
が
見
ら
れ
る
。

　
重
複
の
原
因
と
し
て
、
一
つ
に
は
生
涯

学
習
支
援
行
政
及
び
市
民
活
動
支
援
行
政

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
特
徴
上
や
む
を
え
な
い
こ
と
、
も
う

一
つ
は
事
業
目
的
が
類
似
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。

図１　地域活動を行う団体の類型

　
前
者
の
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
」
と
い

う
点
に
っ
い
て
は
、
例
え
ば
、
生
涯
学
習

支
援
で
は
、
”
学
習
”
と
い
う
行
為
が
伴

え
ば
、
活
動
の
ジ
ャ
ン
ル
や
公
益
性
の
有

無
を
問
わ
ず
支
援
の
対
象
と
な
る
。
（
=

学
習
の
存
在
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）
　
一

方
、
市
民
活
動
支
援
で
は
、
人
材
・
団
体

育
成
の
た
め
、
将
来
的
に
市
民
活
動
を
行

う
可
能
性
の
あ
る
生
涯
学
習
団
体
・
個
人

を
支
援
し
た
り
、
主
な
活
動
と
し
て
自
己

完
結
的
な
生
涯
学
習
を
行
っ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
一
部
に
公
益
的
活
動
を
含
ん

で
い
れ
ば
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
が
当
然

起
こ
り
う
る
。
（
=
公
益
性
の
存
在
に
対
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す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

　
　
「
事
業
目
的
の
類
似
」
と
い
う
後
者
の

点
を
、
生
涯
学
習
支
援
行
政
の
例
で
考
え

て
み
る
と
、
情
報
化
や
国
際
化
、
少
子
高

齢
化
な
ど
琥
代
的
課
題
‘
を
テ
ー
マ
と

し
た
学
習
や
学
習
成
果
の
社
会
還
元
を
重

視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
市

民
活
動
支
援
と
類
似
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
る
部
分
が
あ
る
。

【
生
涯
学
習
か
ら
市
民
活
動
へ
の
発
展
】

　
地
域
で
活
動
す
る
団
体
の
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
で
あ
る
生
涯
学
習
団
体
を
い
か
に
市
民

活
動
団
体
へ
育
成
し
て
い
く
か
は
、
市
民

活
動
支
援
の
重
要
な
課
題
だ
が
、
生
涯
学

習
か
ら
市
民
活
動
へ
発
展
し
た
ケ
ー
ス
に

っ
い
て
は
平
成
1
5
年
度
に
行
わ
れ
た
「
生

涯
学
級
」
に
関
す
る
調
査
（
注
４
）
で
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
生
涯
学
級
」

は
、
各
区
地
域
振
興
課
が
、
区
民
を
中
心

に
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
に
対
し
て
学

習
講
座
の
企
画
・
運
営
を
委
託
し
、
実
施

し
て
き
た
（
注
５
）
。

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
認
証
済
み
も
し
く
は
申
請
中
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
涯
学
習
が
契

機
と
な
り
市
民
活
動
へ
発
展
す
る
と
パ
タ

ー
ン
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

＠
こ
れ
ま
で
の
横
浜
市
の
支
援
状
況

　
　
「
市
民
活
動
支
援
」
が
施
策
と
し
て
確

立
す
る
以
前
、
横
浜
市
で
は
ど
の
よ
う
な

形
で
地
域
活
動
の
支
援
・
育
成
が
行
わ
れ

て
き
た
の
か
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
主
に

連
合
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
地
縁
系
の
団

体
に
対
す
る
資
金
助
成
や
、
生
涯
学
習
団

体
へ
の
①
地
区
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ハ
ウ
ス
整
備
（
箱
も
の
整
備
）
、
②
各

種
資
金
助
成
、
③
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ

ー
の
整
備
（
学
習
相
談
・
情
報
提
供
）
、

④
生
涯
学
級
な
ど
の
講
座
開
催
（
仲
間
づ

く
り
支
援
）
と
い
っ
た
支
援
が
行
わ
れ
て

き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
市
民
活
動
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｊ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対

す
る
支
援
・
育
成
策
は
、
十
分
に
は
行
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
調
査
で
は
、
区
か
ら
の
委
託
が
終
了
し

た
後
、
７
割
弱
（
う
ち
調
査
時
点
に
お
い

て
継
続
中
が
5
3
・
２
％
。
他
に
学
級
終
了

直
後
は
活
動
し
て
い
た
が
調
査
時
点
で
活

動
し
て
い
な
い
も
の
が
ヤ
６
％
）
が
団

体
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、
継
続
中
の
団

体
の
う
ち
、
6
8
・
７
％
が
生
涯
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
な
が
ら
、
自
立
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
7
1
・
ｏ
％

が
地
域
住
民
向
け
の
公
開
講
座
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
3
9
6
％
が
行
政

が
主
催
す
る
事
業
に
企
画
段
階
か
ら
参
画

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
継
続
団
体
の
５
％

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

と
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
通
し
て
見
え
る
課
題

○
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
と
市
民
活
動

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　
両
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯
と
具
体
的
支

援
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
昭
和
6
3
年
に
策
定
さ
れ
た
「
横
浜
市
生

涯
学
習
基
本
構
想
」
で
地
域
に
お
け
る
学

習
者
の
交
流
と
相
談
の
場
「
生
涯
学
習
サ

ロ
ン
」
の
整
備
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
検
討

が
行
わ
れ
た
結
果
、
平
成
６
年
1
1
月
、
各

区
に
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
た
。
所
管
は
各
区
地
域
振
興
課
で
あ
る
。

　
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
①
学

習
相
談
、
②
学
習
情
報
の
収
集
・
提
供
、

③
学
習
機
材
・
教
材
の
提
供
、
④
市
民
の

学
習
情
報
の
交
換
及
び
交
流
の
場
の
提
供

（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
情
報
交
換

の
た
め
の
ボ
ッ
ク
ス
設
置
な
ど
）
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
で

還
元
し
た
い
と
い
う
市
民
の
人
材
登
録
制

度
な
ど
も
あ
る
（
セ
ン
タ
ー
利
用
件
数
は

図
２
）
。

　
他
の
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
に
お

い
て
も
、
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
内
で
の
講

座
の
開
催
や
会
議
室
・
ホ
ー
ル
の
貸
出
し

を
行
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
横
浜
市
の
よ
う

に
他
施
設
の
一
角
に
位
置
し
、
「
学
習
情

報
提
供
・
学
習
相
談
」
を
中
心
に
行
う
形

態
は
珍
し
い
。
各
セ
ン
タ
ー
に
２
名
ず
つ

配
置
さ
れ
た
「
学
習
相
談
員
」
（
非
常
勤

嘱
託
職
員
で
最
長
任
期
５
年
）
の
多
く
が
、

生
涯
学
習
団
体
出
身
者
で
あ
る
こ
と
か
ら

利
用
者
に
近
い
感
覚
を
も
ち
、
地
域
事
情

や
学
習
活
動
・
団
体
運
営
に
詳
し
い
こ
と

も
セ
ン
タ
ー
の
特
色
で
あ
る
。

「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
1
2

年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
「
横
浜
市
市
民
活

動
推
進
条
例
」
の
理
念
の
も
と
、
「
情
報

及
び
活
動
場
所
の
提
供
」
を
目
的
と
し
て
、

平
成
1
2
年
1
0
月
に
設
置
さ
れ
た
。
現
在
、

桜
木
町
・
戸
塚
・
市
ケ
尾
の
３
か
所
で
、

市
民
活
動
に
対
す
る
情
報
・
活
動
場
所
の

提
供
、
講
座
等
に
よ
る
人
材
育
成
な
ど
を

生涯学習支援センター利用件数推移図２実
施
し
て
い
る
（
セ
ン
タ
ー
利
用
件
数
は

図
３
）
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、
平
成
６
年
度

に
策
定
さ
れ
た
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ

ラ
ン
」
に
お
い
て
、
平
成
1
3
年
度
ま
で
に

設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
セ
ン
タ
ー
」
に
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
区
版
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
に
っ
い
て
は
、
市
民
活
動
推
進
委
員
会

答
申
（
平
成
1
4
年
８
月
）
、
横
浜
市
中
期

政
策
プ
ラ
ン
（
平
成
1
4
年
1
2
月
）
、
協
働

推
進
の
基
本
指
針
（
平
成
1
6
年
７
月
）
で
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
拠
点
と
し

て
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む
市
民
活
動
へ

の
支
援
や
、
「
協
働
」
に
よ
る
身
近
な
課

題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
各
区
に
展
開

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
平
成

1
5
年
1
1
月
に
策
定
さ
れ
た
「
市
民
活
動
支

図３　市民活動支援センター利用件数推移援
セ
ン
タ
ー
地
域
レ
ベ
ル
展
開
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
、
「
区
版
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
地
域
に
お
け
る
協
働
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
、
同
セ
ン
タ
ー
が
市
民

活
動
団
体
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
堺

進
し
た
り
、
地
域
の
自
立
性
や
協
働
に
よ

る
課
題
解
決
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
地
域
展
開
し
て
い
る
生

涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
保
健
活
動

拠
点
な
ど
の
他
の
地
域
活
動
拠
点
施
設

（
事
業
）
と
の
複
合
化
に
よ
り
、
利
用
者
の

利
便
性
や
相
互
の
交
流
を
促
進
し
、
効
率

的
な
運
営
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
運
営
は
原
則
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
が
担
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
地
域
に
お
け
る
市
民
活
動
の
活
性

化
を
考
慮
し
、
自
主
的
・
自
立
的
な
活
動
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を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
市
民
活
動
団
体

が
自
ら
運
営
を
担
い
、
市
民
が
市
民
を
支

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
公
設
民
営

の
施
設
（
事
業
）
と
し
て
、
利
用
者
に
対

し
て
公
平
に
開
か
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と

に
留
意
し
な
が
ら
も
、
利
用
者
自
ら
運
営

に
参
画
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
協
働
の
姿

が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
区
レ
ベ
ル
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
整

　
備
へ
の
胎
動

　
(
1
)
都
筑
区
の
状
況

　
都
筑
区
は
、
区
内
に
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
有
し
、
若
い
夫
婦
と
そ
の
子
ど
も
と

い
う
世
帯
が
多
く
、
平
均
年
齢
層
が
3
5
歳

と
市
内
で
は
一
番
若
い
。
そ
の
た
め
子
育
て

関
係
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活
発
で
あ
る
。

　
都
筑
区
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

区
総
合
庁
舎
の
１
階
に
あ
り
、
別
の
用
事

で
来
た
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
こ
と

か
ら
、
生
涯
学
習
の
範
囲
を
越
え
、
区
役

所
内
の
「
よ
ろ
ず
相
談
」
を
受
け
て
き
た
。

　
一
方
、
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
場
所
不
足

や
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
拡
大
の
要
望

を
受
け
、
区
版
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
、
区
政
推
進
課
を
中
心

と
し
、
生
涯
学
習
支
援
係
職
員
な
ど
市
民

活
動
に
関
係
す
る
部
署
の
職
員
有
志
に
よ

る
研
究
会
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
民
間
の
市
民
活
動
支
援
組
織
を

交
え
、
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　
研
究
会
で
は
、
区
内
で
活
動
す
る
市
民

活
動
・
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る

「
市
民
活
動
調
査
」
を
実
施
し
、
意
見
の

あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
活
動
場
所
の
確
保

を
望
む
声
は
多
か
っ
た
が
、
候
補
と
さ
れ

て
い
る
施
設
を
利
用
す
る
可
能
性
は
少
な

い
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
駐
車
場
が
な
い
、
活
動
拠
点
の

近
く
に
な
い
な
ど
で
、
利
便
性
が
高
く
な

け
れ
ば
利
用
を
し
な
い
と
い
う
内
容
と
な

っ
て
い
た
。
同
時
期
に
、
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
た
め
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
立
地
の
条
件
上
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
不
可
能
と
い
う
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
存
の
生
涯
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
を
機
能
拡
充
し
、
統
合
型
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
初
は
区
直
営
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
の
将
来
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ

の
委
託
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
区
民
を
公

募
し
都
筑
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
開

設
準
備
会
（
区
民
1
8
名
、
区
関
係
職
員
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
市
民
活
動
支
援
組

織
）
を
設
置
し
、
延
べ
７
回
の
検
討
会
の

末
、
「
都
筑
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
を
平

成
1
6
年
1
0
月
１
日
に
開
設
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
(
2
)
磯
子
区
の
状
況

　
磯
子
区
で
は
、
区
の
重
点
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
「
I
　
C
a
n
い
そ
ご
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
８
つ
あ
り
、
区
版
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
展
開
に
関
し
て

は
、
「
区
民
活
動
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
お
い
て
、
今
年
６
月
か
ら
隔
週
の
頻
度

で
検
討
会
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
「
区
民
活
動
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
庁
内
公
募
に
よ
り

集
ま
っ
た
区
職
員
９
名
か
ら
な
り
、
内
訳

は
係
長
職
６
名
、
係
員
３
名
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
９
名
の
所
属
課
を
み
る
と
区

政
推
進
課
、
地
域
振
興
課
、
サ
ー
ビ
ス
課
、

福
祉
保
健
課
、
保
険
年
金
課
と
い
う
よ
う

に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
　
「
区
民
活
動
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
上

の
検
討
テ
ー
マ
は
、
①
区
版
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
と
、
②
公
益
的

活
動
を
行
う
市
民
団
体
に
対
す
る
区
内
市

民
利
用
施
設
の
優
先
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く

り
で
あ
る
。
②
に
っ
い
て
は
、
地
区
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
区
内
の
市
民
利
用

施
設
が
対
象
と
な
る
が
、
優
先
利
用
の
運

用
に
あ
た
っ
て
は
区
版
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
が
統
括
・
助
言
的
な
立
場
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
磯
子
区
で
は
、
区
版
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
設
時
期
は
、
現
時
点
で
は
明

確
に
定
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
設
置
場
所

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

他
区
の
事
例
も
踏
ま
え
な
が
ら
「
区
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
通
し

て
追
求
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
念
頭
に

あ
る
。

　
(
3
)
旭
区
の
状
況

　
旭
区
の
人
口
は
、
約
2
5
万
４
千
人
と
1
8

区
中
５
番
目
に
多
く
（
平
成
1
6
年
９
月
１

日
現
在
）
、
自
治
会
・
町
内
会
活
動
を
は

じ
め
、
「
旭
ジ
ャ
ズ
ま
つ
り
」
等
、
区
民

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
区
で
あ
る
。

　
子
育
て
フ
ェ
ア
実
行
委
員
の
よ
う
に
、

生
涯
学
習
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に
幅
広

い
地
域
活
動
を
始
め
る
事
例
も
見
受
け
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
級
委
託
事
業
は
平

成
1
5
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
よ

り
幅
広
い
生
涯
学
習
活
動
・
市
民
活
動
を

支
援
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
「
区
民
提
案

型
活
動
支
援
事
業
」
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、

区
民
の
自
主
的
で
公
益
性
の
高
い
事
業
に

対
し
補
助
を
す
る
な
ど
の
支
援
を
通
し

て
、
い
き
い
き
と
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
、
旭
区
に
お
け
る
市

民
活
動
支
援
の
ひ
と
つ
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　
旭
区
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
（
人
材
バ
ン

ク
事
業
）
は
、
登
録
件
数
・
利
田
件
数
と
も

に
他
区
に
比
べ
て
多
く
、
平
成
1
5
年
度
の
利

用
件
数
は
1
3
0
5
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
旭
区
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

は
面
積
も
狭
く
、
区
庁
舎
内
に
あ
る
た
め

利
用
時
間
帯
も
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
空
間

的
・
時
間
的
制
約
が
多
い
。
さ
ら
な
る
支

援
を
行
う
た
め
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
と
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
一
体

的
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。

③
課
題
・
方
向
性

　
以
上
の
よ
う
に
区
で
は
、
生
涯
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
た
形
式
で
の
セ
ン
タ
ー
設
置
の

動
き
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
生
涯
学
習
支
援
、

市
民
活
動
支
援
に
お
け
る
課
題
を
整
理
し

て
い
き
た
い
。

【
生
涯
学
習
支
援
の
課
題
・
方
向
性
】

　
ま
ず
、
生
涯
学
習
支
援
で
は
、
従
来
の

支
援
対
象
・
内
容
の
再
検
討
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
支
援
対
象
は
あ
ら
ゆ
る
年
代

層
と
し
て
き
た
が
、
結
果
的
に
主
婦
層
・

高
齢
者
層
の
利
用
者
が
多
い
と
い
う
実
態

が
あ
る
。
ま
た
、
個
人
に
利
益
が
帰
す
る

も
の
や
民
間
企
業
・
教
育
機
関
で
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
な
も
の
に
っ
い
て
は
、
廃

止
を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
昨

今
の
財
政
事
情
の
厳
し
さ
か
ら
徐
々
に
見

直
し
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
ま
だ
十
分

な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

だ
ろ
う
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
、
転
入
者
や
退
職

後
で
地
域
に
な
じ
み
の
な
い
人
々
の
地
域

活
動
へ
の
入
り
口
と
し
て
、
生
涯
学
習
活

動
へ
の
参
加
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
そ
の
部
分
を
重
点
化
す
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【
市
民
活
動
支
援
の
課
題
・
方
向
性
】

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て

は
、
全
国
的
に
、
平
成
1
0
年
代
か
ら
各
自

治
体
に
お
い
て
急
速
に
整
備
が
進
み
、
い

わ
ゆ
る
「
支
援
（
サ
ポ
ー
ト
）
セ
ン
タ
ー
」

ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
る
。

　
平
成
1
6
年
８
月
現
在
、
政
令
指
定
都
市

1
3
市
中
1
1
市
に
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

残
る
２
市
で
も
設
置
に
向
け
た
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
。
各
都
市
の
セ
ン
タ
ー
は
、

同
様
の
機
能
（
①
活
動
の
場
の
提
供
、
②

情
報
の
提
供
、
③
相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、
④
人
材
育
成
、
各
種
講
座
の
実
施
）

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
整
備
済
の
1
1
市
中
７
市
の
運
営
は
行
政

の
直
営
か
外
郭
団
体
等
の
公
益
法
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
残
る
４
市
の
運
営

は
い
わ
ゆ
る
中
間
組
織
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
行
政
系

の
団
体
は
、
①
・
②
の
機
能
提
供
を
得
意
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と
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
は
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
な
ど
を
発
揮
し
た

③
・
④
が
得
意
と
考
え
ら
れ
る
。

　
横
浜
市
で
は
外
郭
団
体
に
セ
ン
タ
ー
運

営
を
委
託
し
て
い
る
が
、
他
の
貸
館
機
能

を
主
と
す
る
施
設
と
の
差
別
化
や
各
関
係

機
関
の
ハ
ブ
的
な
存
在
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
③
・
④
の
機
能
強
化
が
課
題
で

あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
行
政
が
市
民
活
動
の
活
性

化
に
よ
り
何
を
目
指
す
の
か
明
確
化
し
、

運
営
主
体
と
対
等
に
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
行
政
主
導
（
依
存
）
に
陥
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

【
統
合
型
セ
ン
タ
ー
整
備
の
方
向
性
】

　
統
合
に
よ
っ
て
支
援
対
象
の
範
囲
は
、

図
４
に
示
す
よ
う
に
広
が
る
こ
と
か
ら
、

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
期
待
も
増
す
。
ま
た
、

地
縁
団
体
・
生
涯
学
習
団
体
・
市
民
活
動

団
体
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
重
要
な
機

能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
「
よ
ろ
ず
相
談
」
的
に
グ
ル
ー

プ
内
の
人
間
関
係
に
関
す
る
相
談
な
ど
も

受
け
入
れ
、
そ
の
時
々
の
相
談
に
合
う
情

報
提
供
が
主
眼
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た

が
、
統
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
行
政
へ
の
積

極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
、
政
策
提
言
・

形
成
の
橋
渡
し
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
活
動

が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
い
ず
れ
、
活
動
全
体

へ
の
支
援
か
ら
、
個
々
の
活
動
の
質
を
見

極
め
な
が
ら
、
支
援
を
行
う
よ
う
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
見
極
め
が
で
き
る

「
目
利
き
」
の
養
成
・
確
保
も
課
題
と
な

る
だ
ろ
う
。

　
運
営
委
託
を
す
る
場
合
に
は
、
相
談
者

に
対
す
る
公
平
性
の
確
保
、
個
人
情
報
の

保
護
に
っ
い
て
、
運
営
ル
ー
ル
の
明
文
化

や
ル
ー
ル
策
定
時
の
市
民
参
加
が
必
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
市
域
と
区
域
を
対
象
に
し
た
セ

ン
タ
ー
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
区
域

レ
ベ
ル
で
は
高
度
な
専
門
性
を
も
つ
委
託

先
を
探
す
の
は
困
難
だ
と
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
数
区
に
ま
た
が
る
圏
域
を
対
象

と
し
た
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
考
え
ら
れ
る
。

　
両
セ
ン
タ
ー
の
統
合
化
に
あ
た
っ
て
、

も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
生
涯
学
習
や
市

民
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
、
一
体
的
に
支
援
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
状
の
ま
ま
で
は
、

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
看
板
の
単
な

る
掛
け
替
え
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
高
い
。

　
各
区
で
生
涯
学
習
支
援
・
市
民
活
動
支

援
を
担
当
す
る
地
域
振
興
課
で
は
、
地
縁

団
体
支
援
、
文
化
活
動
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
青
少
年
育
成
、
子
育
て
支
援
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
・
事
業
が
渾
然
一
体
と
し
、

一
貫
性
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た

い
。
ま
た
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興

施
策
で
は
、
親
睦
が
重
視
さ
れ
、
経
済
振

興
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
福
祉
や
都
市
計
画
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
領
域
も
生
涯
学
習
支
援
、
市
民
活

動
支
援
策
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
、
現

状
で
は
、
十
分
な
連
携
は
取
れ
て
い
な
い
。

生涯学習・市民活動統合型センターの利用者の範囲図４

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
区
レ
ベ
ル
展

開
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動
に
対
す
る

行
政
の
支
援
施
策
・
事
業
を
問
い
直
し
、

新
た
な
地
域
行
政
施
策
・
事
業
体
系
へ
と

組
み
な
お
す
良
い
機
会
で
あ
る
。

（
注
１
）

神
奈
川
区
で
は
平
成
1
6
年
９
月
、
都
筑

区
で
は
1
0
月
に
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ

ー
と
の
複
合
型
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
が
整
備
さ
れ
た
。

（
注
２
）

調
査
季
報
１
４
９
号
で
名
和
田
是
彦
は

市
民
活
動
の
類
型
化
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
「
類
型
と
し
て
考

え
ら
れ
た
『
共
益
団
体
』
と
「
公
益
団

体
」
は
、
現
実
に
お
い
て
は
無
限
の
色

合
い
で
混
合
し
て
お
り
、
具
体
的
な

個
々
の
団
体
を
、
こ
れ
は
共
益
団
体
、

こ
れ
は
公
益
団
体
と
い
う
ふ
う
に
截
然

と
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
中

略
）
こ
こ
で
い
っ
て
い
る
の
は
あ
く
ま

で
、
現
実
の
中
で
は
一
定
の
傾
向
性
と

し
て
し
か
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
類

型
化
で
あ
る
。
」

（
注
３
）

子
育
て
グ
ル
ー
プ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
等

（
注
４
）

横
浜
市
生
涯
学
習
研
究
会
（
事
務
局
一

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）
が
実
施
し

た
平
成
1
5
年
度
文
部
科
学
省
委
託
調
査

研
究
「
生
涯
学
習
支
援
事
業
の
評
価
に

関
す
る
調
査
研
究
－
横
浜
市
生
涯
学
級

事
業
を
事
例
と
し
て
」
の
調
査
結
果
に

よ
る
。
調
査
対
象
一
平
成
５
年
度
か
ら

平
成
1
4
年
度
に
生
涯
学
級
を
開
催
し
た

運
営
委
員
会
の
代
表
者
（
６
５
８
人
）
。

調
査
実
施
時
期
一
平
成
1
5
年
1
2
月
。
回

答
数
一
５
２
２
件
。

80■若手職員が創る企画ページ・これからの地域活動支援のあり方を考える

行
政
と
地
域
活
動
支
援

－
地
域
行
政
の
再
編
の

必
要
性

５

（
注
５
）

生
涯
学
級
の
実
施
の
目
的
は
、
①
区
民

が
、
社
会
の
進
展
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
自
主
的
に
取
り
組
み
学
習
す
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
、
②
区
民
が
、
学

習
の
場
の
企
画
・
運
営
を
行
う
過
程

で
、
仲
間
づ
く
り
、
会
議
の
運
営
方
法
、

資
金
集
め
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ

と
、
③
地
域
に
お
け
る
街
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
活
動
の
核
に
な
っ
て
い
く

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。


	page1
	page2
	page3
	page4

